
平成 18年度 第 1回 VBLセミナー 
(1st VBL Seminar, 2006) 

 
 
 

日時 : 平成 18 年 4 月 11 日(火)  13:30～14:30 

場所 : 名古屋大学フロンティアプラザ (VBL) 

  3F ベンチャーホール 

 

 

講師：水島恒裕助手 （工学研究科 化学・生物工学専攻） 

タイトル「ユタ大学 Department of Biochemistry 派遣報告」 

 

 

講演要旨 

 文部科学省海外研究開発動向調査として、VBL より平成 17 年 9 月から半

年間、アメリカ、ユタ州ソルトレイクシティーのユタ大学 Department of 
Biochemistry、Chris Hill Lab に派遣して頂きました。その間、分子量約 120
万のタンパク質分解酵素と制御因子の複合体、血液凝固に関連するタンパ

ク質の発現系作製・精製をとおして勉強した超分子複合体の立体構造解析

手法に関して報告させて頂きます。 

 

 

 

 
問い合わせ先 :  工学研究科化学・生物工学専攻 

                   山根 隆 

          Tel: 052-789-3339 

                                     E-mail: yamane@nubio.nagoya-u.ac.jp 

 

名古屋大学 VBL 

田渕 雅夫 

Tel:052-789-5430 

E-mail:tabuchi@vbl.nagoya-u.ac.jp 
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